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享

保

の

改

革

と

は

八

代

将

軍

吉

宗

が

行

っ

た

質

素

倹

約

を

旨

と

し

た

幕

府

の

制

度

改

革

で

あ

る

。

歴

史

に

疎

い

私

が

こ

の

よ

う

に

答

え

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

は

こ

の

古

文

書

の

お

陰

で

あ

る

。

そ

れ

は

御

触

書

の

写

し

と

題

さ

れ

、

享

保

年

間

の

六

つ

の

触

れ

が

記

載

さ

れ

た

古

文

書

で

あ

る

。

 

 

歴

史

の

教

科

書

に

も

あ

る

目

安

箱

、

新

田

開

発

、

上

げ

米

の

制

な

ど

が

書

か

れ

て

い

る

。

ま

さ

に

享

保

の

改

革

を

代

表

す

る

古

文

書

で

あ

る

。

こ

ん

な

も

の

が

手

に

入

る

の

か

自

分

で

も

不

思

議

で

あ

る

。

古

文

書

の

教

科

書

に

で

も

し

た

い

内

容

で

あ

る

が

残

念

な

が

ら

虫

食

い

が

多

く

読

み

づ

ら

い

。

上

げ

米

の

制

は

大

名

宛

の

も

の

で

あ

る

か

ら

そ

の

関

係

者

が

記

録

し

た

も

の

で

あ

ろ

う

が

そ

れ

以

上

の

こ

と

は

分

か

ら

な

い

。

 

 

吉

宗

は

享

保

六

年

に

は

清

の

聖

祖

康

照

帝

の

六

つ

の

教

諭

を

解

説

し

た

六

諭

衍

義

（

り

く

ゆ

え

ん

ぎ

）

を

荻

生

但

来

に

訓

読

を

つ

け

さ

せ

、

同

七

年

、

室

鳩

巣

に

和

訳

さ

せ

て

六

諭

衍

義

大

意

と

名

づ

け

て

出

版

し

、

寺

小

屋

の

手

本

に

さ

せ

た

。

以

前

に

こ

の

表

題

の

あ

る

手

書

き

文

書

を

見

た

こ

と

が

あ

る

。

そ

の

と

き

は

な

ん

だ

か

分

か

ら

ず

に

手

に

入

れ

な

か

っ

た

こ

と

を

少

し

後

悔

し

て

い

る

。

 

 

こ

の

よ

う

に

知

る

と

知

ら

ぬ

で

は

全

く

価

値

が

違

っ

て

く

る

。

古

文

書

が

只

の

紙

切

れ

に

な

る

か

、

歴

史

の

証

言

者

と

な

る

か

は

そ

の

古

文

書

を

持

つ

人

の

知

識

ひ

と

つ

に

か

か

っ

て

く

る

と

い

っ

て

よ

い

。

 

      

御

触

書

之

写

 

 

 

   

八

代

将

軍

徳

川

吉

宗

 

享

保

元

年

（

一

七

一

六

年

）

第

八

代

将

軍

に

就

任

し

た

。

紀

州

藩

主

時

代

の

藩

政

を

幕

政

に

反

映

さ

せ

、

将

軍

家

宣

時

代

の

正

徳

の

治

を

改

め

る

幕

政

改

革

を

実

施

。

幕

府

権

力

の

再

興

に

務

め

、

増

税

と

質

素

倹

約

に

よ

る

幕

政

改

革

、

新

田

開

発

な

ど

公

共

政

策

、

公

事

方

御

定

書

の

制

定

、

市

民

の

意

見

を

取

り

入

れ

る

た

め

の

目

安

箱

の

設

置

な

ど

の

享

保

の

改

革

を

実

行

し

た

。

寛

延

四

年

（

一

七

五

一

年

）

六

月

二

十

日

に

死

去

し

た

。

 

   



 2 

御

触

書

之

写

（

目

安

箱

一

）

 

 

 

 

享

保

六

丑

年

建

日

本

橋

御

高

札

之

写

 

式

日

 

二

日

 

十

一

日

 

廿

一

日

 

ち

か

き

比

度

々

所

々

江

け

ミ

や

う

并

住

所

等

無

之

捨

文

 

致

法

外

之

事

共

茂

こ

れ

有

り

候

由

之

評

定

所

ニ

お

ゐ

て

当

 

八

月

ゟ

毎

月

二

日

十

一

日

廿

一

日

評

定

所

外

之

腰

か

け

の

内

ニ

 

箱

出

し

置

候

間

書

付

持

参

候

も

の

右

之

箱

へ

可

入

申

候

刻

 

限

之

儀

者

昼

九

つ

時

迄

之

内

ニ

差

置

へ

く

候

如

此

場

所

 

定

候

上

ハ

外

ニ

捨

て

文

い

た

し

候

も

の

取

上

な

く

候

間

右

 

之

通

一

同

ニ

承

知

候

た

め

此

所

に

立

置

者

也

 

    

御

触

書

之

写

（

目

安

箱

二

）

 

 

 
 

 

一

御

仕

置

筋

之

儀

に

付

御

為

に

な

る

へ

き

品

候

事

 

一

諸

役

人

を

は

じ

め

私

曲

非

分

等

こ

れ

あ

る

ま

し

き

事

 

一

訴

訟

有

之

時

役

人

詮

議

と

げ

ず

長

々

す

て

お

か

ん

に

お

 

い

て

は

直

訴

す

へ

き

旨

相

断

直

訴

す

へ

き

事

 

一

自

分

為

ニ

よ

ろ

し

き

儀

或

ハ

私

の

い

こ

ん

を

以

人

の

悪

 

事

申

間

敷

事

 

一

何

事

に

よ

ら

ず

自

分

た

し

か

に

志

ら

さ

る

を

人

に

た

の

 

ま

れ

直

訴

い

た

す

ま

じ

き

事

 

一

訴

訟

之

儀

ハ

其

筋

々

役

所

江

未

だ

申

出

さ

る

う

ち

あ

る

ひ

は

 

未

裁

許

済

ざ

る

う

ち

両

様

申

出

ま

し

く

候

事
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御

触

書

之

写

（

目

安

箱

三

）

 

 

 

 

一

惣

而

あ

り

て

い

を

申

さ

す

少

ニ

而

取

結

き

ょ

せ

つ

を

書

 

の

せ

申

間

敷

事

 

右

之

類

取

上

な

し

、

書

も

の

即

焼

す

つ

べ

し

尤

た

く

み

 

の

事

の

品

に

よ

り

罪

科

に

行

へ

し

書

も

の

封

し

持

 

来

る

へ

し

訴

の

人

之

名

并

宿

書

付

こ

れ

な

く

ハ

取

 

上

さ

る

も

の

也

 

 

丑

壬

七

月

廿

五

日

 

奉

行

 

  

こ

れ

は

将

軍

吉

宗

の

と

き

公

示

さ

れ

た

目

安

箱

の

高

札

で

あ

る

。

当

時

は

単

に

箱

と

い

わ

れ

て

い

た

が

、

町

民

が

直

接

幕

府

へ

意

見

を

進

言

で

き

る

よ

う

に

評

定

所

に

意

見

書

を

投

函

す

る

箱

が

設

け

ら

れ

た

こ

と

を

町

民

に

周

知

し

た

も

の

で

あ

る

。

徳

川

実

紀

に

つ

ぎ

の

よ

う

に

記

さ

れ

て

い

る

。

 

   

（

有

徳

院

殿

御

実

紀

の

記

述

に

は

）

 

（

享

保

六

年

閏

七

月

〉

日

本

橋

に

高

札

を

建

ら

る

。

そ

の

文

に

い

ふ

。

 

近

き

比

幾

度

と

な

く

。

所

々

に

名

も

な

き

捨

文

し

て

。

さ

ま

ざ

ま

の

 

事

申

す

者

あ

り

。

よ

て

こ

の

八

月

よ

り

。

月

毎

の

二

日

。

十

一

日

。

 

廿

一

日

。

評

定

所

に

匭

函

（

は

こ

）

を

置

る

事

と

さ

だ

め

ら

る

。

御

 

政

事

に

補

益

す

べ

き

事

か

。

又

は

諾

有

司

の

私

曲

。

姦

邪

の

こ

と

あ

 

る

か

。

獄

訟

留

滞

す

る

事

あ

ら

ば

。

た

ゞ

ち

に

う

た

ふ

べ

き

旨

を

。

 

奉

行

所

に

申

断

り

。

匭

中

に

投

書

す

べ

し

。

う

た

ふ

べ

き

旨

を

。

奉

 

行

所

に

い

ま

だ

い

ひ

出

ず

。

あ

る

は

裁

許

の

を

は

ら

ざ

る

間

に

申

出

 

べ

か

ら

ず

。

み

づ

か

ら

の

利

を

も

と

め

。

又

は

人

に

托

せ

ら

れ

な

ど

 

し

て

。

事

を

た

く

み

。

あ

ら

ぬ

事

を

書

出

し

な

ど

せ

ば

。

そ

の

書

を

 

焼

捨

。

品

に

よ

り

そ

の

者

を

め

し

と

り

。

刑

に

行

は

る

ゝ

事

も

あ

る

 

ベ

し

。

尤

其

書

を

ば

封

固

し

て

。

う

た

へ

出

る

も

の

ゝ

居

塁

。

姓

名

 

を

も

。

つ

ば

ら

に

注

し

出

す

ベ

し

。

既

に

か

く

言

路

を

ひ

ら

か

れ

し

 

上

は

。

う

た

ふ

る

こ

と

あ

ら

ば

。

は

ゞ

か

ら

ず

こ

れ

に

よ

り

て

聞

え

 

上

ベ

し

。

あ

ら

ぬ

か

た

に

。

捨

文

な

ど

す

る

事

は

禁

ず

べ

し

と

な

り

。

 

 

（

次

の

布

令

に

よ

り

実

施

さ

れ

た

）

 

此

度

日

本

橋

に

高

札

相

建

て

候

。

右

の

趣

相

心

得

、

罷

り

在

る

べ

く

 

候

。

右

札

に

之

有

り

候

通

り

、

直

訴

場

も

相

極

り

候

上

は

、

此

以

後

 

捨

て

文

は

勿

論

、

外

へ

直

訴

致

す

ま

じ

き

事
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日

本

橋

高

札

 

お

江

戸

日

本

橋

と

い

え

ば

歌

川

広

重

の

描

い

た

東

海

道

五

十

三

次

の

浮

世

絵

を

思

い

浮

か

べ

る

で

あ

ろ

う

。

橋

を

渡

る

大

名

行

列

は

印

象

に

残

る

が

、

そ

こ

に

高

札

が

描

か

れ

て

い

る

こ

と

に

気

づ

く

人

は

少

な

い

と

思

う

。

橋

に

向

か

っ

て

左

側

に

あ

る

立

て

札

が

そ

れ

で

あ

る

。

当

時

の

日

本

橋

を

描

い

た

絵

を

み

る

と

必

ず

こ

の

高

札

も

描

か

れ

て

お

り

、

日

本

橋

と

い

え

ば

高

札

の

あ

る

場

所

、

高

札

場

と

し

て

知

ら

れ

て

い

た

。

徳

川

幕

府

が

農

民

や

商

人

を

取

り

締

ま

る

基

本

的

な

き

ま

り

を

公

示

し

た

も

の

で

あ

り

、

寛

政

元

年

（

一

六

六

一

）

六

月

に

幕

府

に

よ

り

高

札

が

発

布

さ

れ

た

の

を

初

め

と

し

て

、

明

治

六

年

二

月

ま

で

使

用

さ

れ

た

と

い

う

。

 

 

『

御

江

戸

名

所

方

角

書

』

（

寛

政

五

年

再

板

西

村

至

与

八

板

）

よ

り

 

御

江

戸

日

本

橋

の

風

景

（

橋

詰

に

高

札

が

建

っ

て

い

る

）

 

 
 

 

 

御

触

書

之

写

（

新

田

開

発

一

）

 

 
 

 

享

保

七

寅

年

七

月

日

本

橋

 

御

高

札

の

写

し

 

 
 

 
 

 

覚

 

諸

国

御

料

所

又

ハ

私

領

と

入

組

候

場

所

ニ

而

も

新

田

可

開

場

所

出

 

有

之

ハ

其

所

之

御

代

官

地

頭

并

百

姓

申

談

行

も

得

心

 

之

上

新

田

取

立

候

仕

形

委

細

絵

図

書

付

に

志

る

し

 

五

畿

内

者

京

都

町

奉

行

所

西

国

中

国

筋

ハ

大

坂

町

 

奉

行

所

北

国

関

八

州

者

江

戸

町

奉

行

所

江

可

願

出

候

 

願

人

或

ハ

百

姓

を

た

ま

し

或

金

元

之

者

江

巧

を

以

て

 

金

銀

等

を

む

さ

ほ

り

仕

候

儀

を

専

一

ニ

存

偽

を

以

申

出

ル

者

 
あ

ら

ハ

吟

味

之

上

相

と

が

む

る

に

て

可

有

之

候

事

 

   



 5 

御

触

書

之

写

（

新

田

開

発

二

）

 

 

 
 

一

惣

而

御

代

官

申

付

候

筋

之

儀

ニ

付

納

方

之

益

に

も

不

 

相

成

下

之

却

而

難

儀

い

た

し

候

事

茂

有

之

ハ

可

申

出

 

併

申

立

へ

き

い

は

れ

も

無

之

自

分

勝

手

ニ

よ

ろ

し

き

 

事

願

出

に

お

い

て

は

取

立

無

之

候

事

 

右

之

通

可

相

心

得

者

也

 

 
 

 
 

寅

七

月

 

奉

行

 

 

享

保

七

(

一

七

二

二

)

年

七

月

二

六

日

、

幕

府

は

新

田

開

発

奨

励

の

高

札

を

江

戸

日

本

橋

の

た

も

と

に

か

か

げ

た

。

こ

れ

は

明

ら

か

に

、

新

田

開

発

に

江

戸

の

豪

商

な

ど

の

参

加

を

求

め

、

そ

の

財

力

を

あ

て

に

し

た

も

の

と

い

え

よ

う

。

そ

の

文

面

の

要

点

を

記

す

と

、

「

諸

国

の

幕

府

直

轄

領

(

御

料

所

)

、

ま

た

は

、

大

名

領

(

私

領

)

と

入

り

組

ん

で

い

る

場

所

で

も

、

新

田

開

発

可

能

な

地

域

が

あ

っ

た

な

ら

、

そ

の

所

の

幕

府

代

官

や

地

頭

な

ら

び

に

百

姓

と

相

談

し

、

い

ず

れ

も

納

得

の

う

え

で

、

ど

の

よ

う

に

新

田

を

と

り

た

て

る

か

、

そ

の

方

法

や

そ

の

地

域

の

く

わ

し

い

絵

図

を

作

成

し

て

、

五

畿

内

は

京

都

町

奉

行

所

、

西

国

・

中

国

筋

は

大

坂

町

奉

行

所

、

北

国

筋

・

関

八

州

は

江

戸

町

奉

行

所

へ

願

い

出

よ

」

(

『

御

触

書

寛

保

集

成

』

所

収

 

 

御

触

書

之

写

（

上

米

の

制

一

）

 

 

 

 

享

保

七

寅

年

ゟ

諸

御

大

名

上

米

御

書

付

之

写

 

一

御

旗

本

被

召

置

候

御

家

人

御

代

々

段

々

相

増

御

蔵

入

 

ニ

而

先

規

ゟ

ハ

多

候

得

共

御

切

米

御

扶

持

方

茂

其

外

表

立

候

 

御

用

筋

々

渡

方

ニ

引

合

候

得

者

畢

竟

年

々

不

足

之

 

事

ニ

候

然

共

只

今

迄

所

々

之

御

城

米

を

廻

さ

れ

或

ハ

 

御

城

金

を

以

急

を

弁

せ

ら

れ

彼

是

漸

御

取

続

候

事

ニ

 

候

得

共

今

年

ニ

至

て

御

切

米

等

も

難

相

渡

御

仕

置

 

筋

之

御

用

も

御

手

支

之

事

ニ

候

夫

ニ

付

御

代

々

御

 

沙

汰

茂

無

之

事

ニ

候

得

共

万

石

以

上

之

面

々

米

差

 
上

候

様

ニ

可

被

仰

付

思

召

無

左

候

而

者

御

家

人

数

百

人

 

   



 6 

御

触

書

之

写

（

上

米

の

制

二

）

 

 

 

 

御

扶

持

可

被

召

放

よ

り

外

ハ

無

之

候

故

不

被

顧

御

恥

辱

 

被

 

仰

出

候

高

壱

万

石

ニ

付

米

百

石

之

積

り

可

被

差

上

 

且

又

此

間

和

泉

守

ニ

被

仰

付

候

而

随

分

遂

詮

議

納

方

 

之

品

或

ハ

新

田

等

取

立

候

儀

申

付

候

様

ニ

と

事

ニ

候

得

 

近

年

之

内

難

相

調

可

有

之

候

条

其

内

年

々

上

米

 

可

被

仰

付

ニ

て

可

有

之

候

由

之

在

江

戸

半

年

宛

御

充

 

被

成

候

間

緩

々

致

休

足

候

様

ニ

と

被

仰

出

候

何

茂

在

 

府

之

儀

ニ

付

而

ハ

江

戸

人

多

く

候

故

通

之

思

召

茂

有

 

え

た

る

事

ニ

候

間

此

己

後

在

府

之

間

も

少

キ

儀

候

条

 

成

へ

き

程

ハ

人

数

可

被

相

減

候

事

 

  

御

触

書

之

写

（

上

米

の

制

三

）

 

 

 

  

一

参

勤

御

暇

之

儀

只

今

迄

外

様

四

月

御

譜

代

 

六

月

交

代

被

仰

付

候

得

共

向

後

者

一

同

ニ

三

月

中

九

月

中

 

交

代

可

被

仰

付

候

事

 

一

嫡

子

御

暇

被

下

候

ハ

其

父

在

所

到

着

已

後

六

十

日

 

過

候

而

参

府

可

致

候

事

 

一

在

所

又

ハ

居

所

有

之

面

々

幼

少

若

年

之

者

も

 

御

暇

被

下

間

敷

候

併

一

年

半

ハ

御

暇

格

准

し

 

候

而

御

門

番

火

之

番

等

可

被

仰

付

候

事

 

一

上

米

之

儀

大

坂

御

蔵

江

成

共

当

地

御

蔵

江

（

成

共

面

々

）

 

   



 7 

御

触

書

之

写

（

上

米

の

制

四

）

 

 

 

  

勝

手

次

第

上

米

高

半

分

宛

春

秋

両

度

（

可

被

相

）
 

納

候

事

 

附

米

ニ

而

難

成

面

々

ハ

金

而

茂

□

．

．

．

．

□

 

を

以

可

被

相

納

候

事

 

一

当

年

者

上

米

半

分

之

積

り

秋

中

可

被

相

納

候

事

 

 

寅

七

月

三

日

 

      

上

米

の

制

 

幕

府

財

政

が

困

難

に

な

っ

て

き

た

結

果

、

旗

本

の

俸

給

米

に

も

不

足

を

生

じ

た

。

行

政

費

に

も

事

欠

く

状

態

で

、

現

状

の

ま

ま

で

は

御

家

人

数

百

人

の

扶

持

を

離

さ

な

く

て

は

な

ら

な

い

か

ら

、

恥

辱

を

忍

ん

で

、

万

石

以

上

の

者

か

ら

高

一

万

石

に

つ

い

て

百

石

の

米

を

差

出

さ

せ

た

。

租

税

の

増

収

方

法

や

新

田

の

取

立

な

ど

も

行

っ

た

が

、

そ

れ

は

急

の

場

に

は

間

に

会

わ

な

い

か

ら

、

そ

の

間

上

米

を

命

じ

た

。

そ

の

代

り

と

し

て

、

参

覲

の

た

め

に

江

戸

に

居

る

期

間

を

半

年

宛

免

除

す

る

こ

と

に

し

た

。

ま

た

参

覲

を

免

除

さ

れ

な

い

者

に

対

し

て

も

、

老

中

等

の

意

見

に

よ

っ

て

一

万

石

に

つ

き

百

石

の

割

合

の

三

分

の

一

宛

を

差

出

す

よ

う

に

命

じ

た

。

 

 

『

徳

川

吉

宗

と

そ

の

時

代

』

辻

達

也

著

 

こ

の

「

上

げ

米

」

令

は

前

代

未

聞

の

措

置

だ

っ

た

だ

け

に

、

吉

宗

も

か

な

り

意

を

用

い

た

よ

う

で

あ

る

。「

左

候

ハ

ね

ば

、

御

家

人

之

内

、

数

百

人

御

扶

持

召

し

放

さ

る

べ

き

よ

り

外

は

無

之

候

故

、

御

恥

辱

を

顧

み

ら

れ

ず

仰

せ

出

さ

れ

候

」

と

切

々

と

訴

え

て

い

る

。

 

こ

の

文

章

が

学

者

た

ち

の

批

判

を

招

い

た

。

室

鳩

巣

は

「

御

自

身

の

御

言

に

て

、

少

御

自

慢

の

方

に

御

座

候

」

と

報

じ

、

「

御

恥

辱

を

も

顧

み

ら

れ

ず

に

有

之

儀

な

ど

、

近

頃

不

入

御

文

体

、

後

世

の

議

論

も

生

じ

可

申

様

に

存

候

。

御

文

盲

ご

ざ

な

さ

れ

候

故

、

只

御

質

直

に

被

思

召

ま

ゝ

冶

御

調

被

遊

た

る

も

の

」

と

批

判

し

て

い

る

。

 

新

井

白

石

に

至

っ

て

は

「

天

下

の

人

恥

辱

を

顧

み

ず

候

や

う

に

な

り

ゆ

き

候

て

は

、

い

か

に

可

有

之

候

や

ら

む

。

す

べ

て

こ

れ

ら

の

事

共

お

も

ひ

め

ぐ

ら

し

候

へ

ば

、

物

体

な

き

事

と

、

更

に

さ

ら

に

夜

も

や

す

く

ま

ど

ろ

ま

れ

ず

候

」

と

、

悲

慣

の

情

を

門

弟

に

書

き

送

っ

て

い

る

。

吉

宗

と

し

て

は

、

な

り

ふ

り

か

ま

わ

ぬ

措

置

だ

っ

た

の

で

あ

る

 



 8 

御

触

書

之

写

（

国

役

普

請

一

）

 

 

 

享

保

七

寅

年

御

国

役

被

 

仰

付

候

御

書

付

 

 
 

 
 

 

覚

 

今

度

利

根

川

江

戸

川

鬼

怒

川

小

貝

川

通

御

普

請

 

ニ

付

此

入

用

ハ

武

蔵

常

陸

上

野

下

総

江

国

役

高

掛

候

筈

 

ニ

候

依

之

右

入

用

金

高

之

内

拾

分

一

ハ

従

公

儀

被

 

差

加

ヘ

候

其

時

ハ

右

四

ケ

国

御

料

私

領

寺

社

領

共

ハ

不

□

 

高

百

石

ニ

付

金

弐

分

拾

四

匁

八

分

宛

村

々

ゟ

取

立

て

当

 

十

二

月

十

日

を

限

上

納

之

筈

ニ

候

間

御

代

官

伊

原

半

左

衛

門

 

池

田

新

兵

衛

方

江

可

有

御

納

候

事

 

     

御

触

書

之

写

（

国

役

普

請

二

）

 

 

 

 

一

寺

社

領

□

御

料

近

所

□

其

所

支

配

之

御

代

官

江

取

 

□

私

領

近

所

其

□

領

主

地

頭

江

取

□

御

代

官

 

并

領

主

地

頭

よ

り

是

又

右

両

人

之

御

代

官

江

可

有

 

御

収

候

事

 

一

致

領

高

并

込

高

ハ

勿

論

都

而

其

村

之

有

高

江

□

 

候

筈

ニ

候

右

高

掛

金

納

相

済

候

上

ニ

而

□

之

領

地

高

一

村

 

限

ニ

別

紙

案

文

之

通

書

付

御

勘

定

所

江

御

差

出

 

可

有

之

候

且

又

寺

社

之

義

同

様

之

筈

ニ

候

間

其

 

領

主

地

頭

ゟ

吟

味

之

上

右

寺

社

領

高

書

加

一

同

可

有

 
御

差

出

候

事
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御

触

書

之

写

（

国

役

普

請

三

）

 

 

 

 

一

村

々

之

高

都

合

之

場

石

江

□

り

候

場

帖

ハ

何

分

と

申

 

迄

を

書

記

厘

毛

ハ

不

及

記

候

事

 

一

高

掛

金

相

納

候

ハ

ハ

御

代

官

ゟ

請

取

手

形

取

之

領

知

 

高

書

付

ニ

相

誌

御

勘

定

書

江

御

差

出

可

有

之

 

候

事

 

以

上

 

寅

十

月

 
 

水

野

伯

耆

守

 

大

久

保

下

野

守

 

駒

木

根

肥

後

守

 
筧

 

播

磨

守

 

萩

原

源

左

衛

門

 

杉

岡

弥

太

郎

 

辻

 

六

郎

左

衛

門

 

 

国

役

普

請

 

大

河

川

の

堤

防

や

浚

渫

な

ど

の

治

水

の

普

請

の

た

め

に

行

わ

れ

る

｢

国

役

普

請

｣

は

享

保

五

年

(

一

七

二

〇

年

)

に

制

度

化

さ

れ

た

。

二

十

万

石

以

上

の

大

名

領

の

河

川

は

そ

の

大

名

の

普

請

と

し

、

そ

れ

以

外

の

国

役

指

定

の

河

川

は

、

費

用

が

一

定

額

を

超

え

た

場

合

は

幕

府

が

十

分

の

一

を

補

助

し

、

十

分

の

九

を

流

域

の

幕

府

領

、

私

領

、

寺

社

領

の

区

別

な

く

石

高

に

応

じ

て

国

役

金

を

割

当

て

負

担

さ

せ

た

制

度

で

あ

る

。

享

保

改

革

の

一

環

と

し

て

新

田

開

発

を

促

進

す

る

た

め

に

行

わ

れ

た

と

い

わ

れ

る

。

 

こ

こ

で

は

｢

利

根

川

、

江

戸

川

、

鬼

怒

川

、

小

貝

川

の

普

請

に

つ

き

、

入

用

は

武

蔵

、

常

陸

、

上

野

、

下

総

に

石

高

に

応

じ

て

掛

け

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

入

用

金

高

の

内

、

十

分

一

は

公

儀

よ

り

差

加

え

る

が

、

残

り

は

右

四

ケ

国

の

幕

府

領

、

私

領

、

寺

社

領

共

に

、

高

百

石

に

付

き

金

弐

分

十

四

匁

八

分

ず

つ

、

村

々

よ

り

取

立

て

当

（

享

保

七

年

）

十

二

月

十

日

を

期

限

に

上

納

せ

よ

。

御

代

官

伊

原

半

左

衛

門

、

池

田

新

兵

衛

へ

納

め

よ

｣

と

な

っ

て

い

る

。

 

 

国

役

普

請

は

幕

府

が

全

費

用

を

立

替

え

て

行

い

、

翌

年

幕

府

勘

定

所

か

ら
｢

国

役

金

賦

課

状

｣

が

各

領

主

に

通

達

さ

れ

る

。

秋

の

収

穫

期

以

降

に

幕

府

領

代

官

が

徴

収

し

、

｢

国

役

金

受

取

状

｣

が

発

給

さ

れ

る

。

連

名

者

は

川

通

奉

行

、

後

の

四

川

奉

行

で

あ

る

。
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御

触

書

之

写

（

御

尋

之

御

書

物

）

 

 
 

享

保

七

寅

年

正

月

従

御

公

儀

様

御

尋

之

御

書

物
 

目

録

之

写

 

目

録

 

新

国

史

 
 

 
 

 

本

朝

世

紀

 

寛

平

御

記

 
 

 
 

延

喜

御

記

 

律

集

解

 
 

 
 

 

令

 

令

抄

 
 

 
 

 
 

弘

仁

式

 

貞

観

式

 
 

 
 

 

法

曹

類

林

 

為

政

録

 
 

 
 

 

風

土

記

 

本

朝

月

令

 
 

 
 

律

 

令

集

解

 
 

 
 

 

類

聚

三

代

格

 

類

聚

国

史

 

以

上

 

紅

葉

山

文

庫

（

フ

リ

ー

百

科

事

典

『

ウ

ィ

キ

ペ

デ

ィ

ア

』

）

 

八

代

将

軍

徳

川

吉

宗

が

就

任

す

る

と

、

さ

っ

そ

く

享

保

元

年

（

一

七

一

六

年

）

六

月

に

は

儒

者

林

家

に

命

じ

て

書

籍

目

録

を

提

出

さ

せ

、

常

に

座

右

に

置

い

て

頻

繁

に

文

庫

か

ら

書

を

借

り

た

と

い

う

。

さ

ら

に

、

吉

宗

時

代

に

は

寺

社

奉

行

配

下

青

木

昆

陽

に

よ

る

徳

川

家

旧

領

の

家

蔵

文

書

収

集

な

ど

、

諸

国

に

命

じ

て

集

め

さ

せ

た

各

地

の

古

文

書

や

、

さ

ら

に

長

崎

奉

行

に

命

じ

て

輸

入

さ

せ

た

新

刊

の

漢

籍

（

地

方

志

・

医

書

・

随

筆

・

詩

文

集

）

や

、

明

末

か

ら

清

初

に

か

け

て

隆

盛

し

た

戯

曲

・

通

俗

小

説

な

ど

も

広

く

求

め

、

収

蔵

さ

せ

た

。

 

 

東

京

大

学

史

料

編

纂

所

報

に

、

 

享

保

七

年

に

は

、

幕

府

か

ら

佚

書

探

訪

の

令

が

諸

藩

そ

の

他

に

伝

達

さ

れ

て

、

諸

向

か

ら

献

上

の

あ

っ

た

こ

と

は

、

近

藤

正

斎

の

「

好

書

故

事

」

に

要

領

よ

く

紹

介

さ

れ

て

い

る

が

、

幕

府

書

物

方

日

記

に

も

、

そ

の

経

過

が

時

を

逐

い

、

具

体

的

に

記

さ

れ

て

あ

る

。

こ

の

時

の

捜

索

書

籍

は

、

新

国

史

・

本

朝

世

紀

・

寛

平

御

記

・

延

喜

御

記

・

律

集

解

・

令

・

令

抄

・

弘

仁

式

・

貞

観

式

・

法

曹

類

林

・

為

政

録

・

風

土

記

・

本

朝

月

令

・

律

・

令

集

解

・

類

聚

三

代

格

・

類

聚

国

史

で

あ

る

。

 

 

と

一

致

す

る

。

こ

こ

に

は

目

録

だ

け

し

か

書

か

れ

て

い

な

い

。
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御

触

書

之

写

（

人

数

改

書

上

）

 

 

 

享

保

十

一

年

午

人

數

御

改

書

上

之

御

書

付

 

 
 

 
 

覚

 

去

ル

丑

年

被

差

出

候

通

諸

国

領

知

之

百

姓

町

人

 

社

人

男

女

僧

尼

等

其

外

之

者

共

迄

不

残

今

年

 

相

改

惣

人

數

郡

切

ニ

書

記

領

分

限

ニ

可

被

差

出

候

 

此

度

ハ

田

畑

町

歩

被

書

出

候

ニ

不

及

人

數

計

書

付

 

当

四

月

ゟ

霜

月

迄

之

内

勝

手

次

第

可

被

書

出

候

 

尤

何

月

改

何

歳

以

上

認

メ

候

と

申

譯

書

加

可

被

 

申

候

且

又

武

家

方

之

奉

公

人

并

又

も

の

ハ

書

出

ニ

 

不

及

候

事

 

右

去

丑

年

之

通

ニ

相

心

得

書

付

面

々

被

差

出

候

様

 

支

配

下

江

可

被

相

触

候

己

上

 

午

七

月

 

  

『

徳

川

吉

宗

と

そ

の

時

代

』

辻

達

也

著

 

数

字

的

資

料

の

記

録

の

み

な

ら

ず

、

数

的

調

査

を

諸

方

面

に

行

う

よ

う

に

な

っ

た

の

も

、

享

保

期

の

幕

政

の

特

色

で

あ

る

。

人

口

調

査

と

し

て

は

、

ま

ず

江

戸

の

人

口

調

査

を

行

っ

た

こ

と

が

、

竹

中

重

栄

『

享

保

通

鑑

』

に

載

っ

て

い

る

。

 

そ

れ

に

よ

る

と

調

査

は

享

保

三

（

一

七

一

八

）

年

十

二

月

、

同

六

年

、

同

八

年

七

月

の

記

録

が

あ

る

。

い

ず

れ

も

武

家

関

係

は

除

外

し

た

調

査

で

あ

る

。

三

年

の

調

査

は

町

奉

行

支

配

に

限

り

、

人

口

は

十

五

歳

以

上

で

あ

る

。

六

年

に

は

祢

宜

・

僧

・

山

伏

の

人

数

と

、

住

民

の

宗

派

別

の

人

数

、

そ

れ

に

町

数

・

家

数

の

他

に

寺

数

も

載

っ

て

い

る

。

八

年

の

調

査

で

は

、

宗

派

別

の

人

数

は

な

い

が

、

吉

原

の

人

数

が

記

さ

れ

、

ま

た

長

寿

者

が

載

っ

て

い

る

。

三

年

と

六

年

の

数

字

に

は

、

一

人

一

日

米

五

合

宛

配

給

し

た

場

合

の

米

の

量

が

記

し

て

あ

る

が

、

災

害

対

策

を

念

頭

に

お

い

て

の

こ

と

で

あ

ろ

う

か

。

 

全

国

的

調

査

は

ま

ず

享

保

六

年

六

月

に

指

令

さ

れ

た

。

そ

れ

に

よ

る

と

幕

領

・

私

領

の

別

な

く

、

村

々

の

田

畑

の

面

積

、

百

姓

・

町

人

・

僧

尼

等

の

人

数

を

郡

毎

に

集

計

し

て

、

勘

定

所

へ

差

し

出

せ

と

い

う

こ

と

で

あ

っ

た

。

し

か

し

こ

の

調

査

は

あ

ま

り

は

か

ば

か

し

く

進

ま

な

か

っ

た

よ

う

で

、

同

八

年

に

繰

り

返

し

発

令

さ

れ

て

い

る
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御

触

書

之

写

（

 

 

 

関

八

州

猪

鹿

多

候

由

お

と

し

鉄

炮

願

候

 

去

年

御

挙

場

之

外

ハ

指

飼

場

を

始

四

月

 

朔

日

ゟ

七

月

晦

日

迄

ハ

玉

込

鉄

炮

御

免

に

て

猪

鹿

 

猿

等

打

殺

筈

ニ

候

其

段

□

□

被

相

触

候

処

心

得

 

違

候

所

も

有

之

候

夏

中

鉄

炮

打

ち

不

申

趣

ニ

相

 

聞

候

只

又

冬

ニ

而

も

指

飼

場

之

外

ハ

日

数

廿

日

之

 

□

是

又

鉄

炮

御

免

ニ

候

処

に

今

お

と

し

鉄

炮

 

願

候

□

去

年

御

触

書

不

致

承

知

も

の

と

相

 

      

御

触

書

之

写

（

 

 

聞

候

向

後

ハ

い

つ

れ

も

玉

込

之

筈

ニ

候

お

と

し

鉄

 

炮

と

申

□

ハ

無

之

候

此

段

弥

無

相

違

様

夏

中

 

慎

入

猪

鹿

猿

可

打

殺

旨

在

之

被

可

相

触

 

已

上

 

寅

十

二

月

 

  

「

お

と

し

鉄

炮

」

（

威

し

鉄

砲

）

は

鳥

獣

な

ど

を

お

ど

し

て

追

い

払

う

た

め

に

撃

つ

空

砲

で

あ

る

。

 

      


